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 松山市ダイジェスト版 
業務の目的 
  愛媛県松山市地域においては、松山市がＥＳＴモデル事業推進のため、公共交通 
機関の利用へ交通手段の変更を促し、また自転車の利用促進を推進させる事によっ 
て、温室効果ガスを削減する取組みを進めているところである。 

  本業務は、同市地域の市民の理解を促進させるため、地球温暖化対策における公 
共交通や自転車の役割及び必要性、ならびに同地域におけるＥＳＴモデル事業の内 
容を、メディアなどによる情報提供、イベントの実施、教育現場における体験学習 
を行うことを目的とする。 

 
 業務概要 

＜１＞ メディアによる情報提供 

公共交通と自転車利用促進の必要性、ＥＳＴモデル事業にかかる情報提供を、 

新聞広告掲載、地域情報誌広告掲載、インターネット・ホームページの掲載に 

より行った。 

    ①新聞及び地域情報誌掲載（２回） 

 ●掲載誌：愛媛新聞紙面広告、ウィークリえひめリック紙面広告 

     ●掲載日：１回目・・・平成１７年１２月上旬 

          ２回目・・・平成１８年 ３月上旬 

    ②インターネット・ホームページ掲載（３回） 

 ●掲載先：愛媛県地球温暖化防止活動推進センターのホームページ 

     ●掲載日：１回目・・・平成１７年１２月１５日 

          ２回目・・・平成１８年 ２月２０日 

          ３回目・・・平成１８年 ３月 ８日 

  【ウィークリーえひめリック広告掲載】    【センターホームページ更新】 
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 ＜２＞ 地球温暖化防止フェスティバルにおけるイベントの実施 

平成１７年１０月２２・２３日に開催した地球温暖化防止フェスティバルで、 
   ハイブリッドカーなどのエコカーや、鉄道・バスに関するパネルを展示しまし 
   た。また、バスによるＩＣカード体験コーナーや、日々の交通行動について見 
   直してもらうアンケートを行い、環境にやさしい公共交通機関について理解を 
   深めてもらいました。 
  ●開催場所 ： 愛媛県生涯学習センター、えひめエコ･ハウス 
  ●主催者  ： 愛媛県地球温暖化防止活動推進センター、愛媛新聞社 
  ●事業概要 ： 下記の通り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

環境にやさしい公共交通

機関等の利用促進策の一

環として松山市が策定し

た『松山市オムニバスタウ

ン計画』や、交通事業者で

ある伊予鉄道（株）が発行

した『いきいき交通まちづ

くり宣言』等のパネル及び

パンフレットを展示した。 

環境にやさしいエコカ

ーを展示し、ハイブリッ

ド方式による燃料消費

量の削減の仕組みや、自

動車産業の環境への取

り組みについて知って

もらいました。 

『簡単・便利なＩＣカー

ド』の利用方法や特典等の

説明を受けた後、実際にＩ

Ｃカードを使ってバスの

利用方法を体験をしてい

ただきました。 

フェスティバル参加へ

の交通手段として公共

交通の利用を促進する

ため、最寄バス停車場か

ら会場までの送迎及び

会場間の移動手段とし

て、シャトルバスを運行

した。 

日々の交通行動について

のアンケートを行い、公共

交通の利用状況を把握す

るとともに利用への啓発

を行った。 
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 ＜３＞ 松山市環境にやさしい交通まちづくり学習 

  将来の交通ユーザーであり、まちづくりの担い手である小学生（松山市立みどり 

 小学校 ５年生 １２１名）を対象に、地球温暖化の仕組みや運輸部門における環 

 境問題について学習し、校外学習では、市内を走る電車やバスを乗り継ぐ公共交通 

 乗車体験をするなど、環境に関する知識の向上や、地球温暖化対策を意識した交通 

 まちづくりへの参加意識を高めるための『松山市環境にやさしい交通まちづくり学 
 習』を実施しました。 
 
 
  松山市エコリーダー派遣制度を活用した地球温暖化についての講義を実施し、校 
 庭に展示した路線バスでＩＣカードを使ったバスの利用方法を体験しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  市内中心部において公共交通を使った移動による校外学習を実施しました。１５ 
 人を１グループとした８グループを編成し、各グループ毎に異なるルートをＩＣカ 
 ードを使って電車・バスの乗り継ぎを体験しながら、移動中に発見したことなどを 
 書き記した交通日記を作成しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電車・バスでは、電車やバス

の良い所、悪い所や利用者に

ついて観察しました。 

「環境にやさしい公共交通

について考えよう！」と題

し、自家用車や公共交通の利

用状況や環境への影響等に

ついてクラスで話し合いま

した。 

 
ＩＣカードを首に下げ、それ

ぞれのグループ毎に駅やバ

ス停より出発しました。 

 
駅やバス停では、時刻表・路

線図及び施設などを確認し、

気付いた事を交通日記に書

き記した。 

松山市エコリーダーから地

球温暖化の仕組みやその対

策など、様々なお話を聞きま

した。 

校庭に路線バスを展示し、実

際にＩＣカードを使ったバ

スの利用方法を体験しまし

た。 

第１回目授業 

第２回目授業 
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  校外学習で作成した交通日記をもとに、各クラスで公共交通の必要性などについ 
 て話し合い、その内容をまとめた新聞を作成した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 交通行動に関するアンケートを学習前・後で実施した。 

 
 

交通日記をもとに、クラス毎

で公共交通の必要性などに

ついて話し合いました。 

各グループでまとめた内容

を新聞として作成しました。 

第３回目授業 

グループに分かれて、公共交

通の役割や課題などをテー

マ別にまとめました。 
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交通まちづくり学習による意識の変容 

Ｑ．普段、環境問題を気にしていますか？ 

Ｑ．「クルマでの移動」は環境にとって良くないと思いますか？ 

Ｑ．「クルマでの移動」は社会にとって良くないと思いますか？ 

Ｑ．出来るだけ「クルマでの移動」を控えようという気持ちはありますか？ 

（%） 


